




































【正解と解説】

●問題Ⅲ-1
正解は④
記述の内容は「保健・レクリエーション機能」に応じた望ましい森林の姿である。快適環
境形成機能に応じた望ましい森林は、樹高が高く枝葉が多く茂るなど遮蔽能力や汚染物質
吸着能力が高く、諸被害への抵抗性が高い森林である。

●問題Ⅲ-2
正解は①
森林・林業基本法において、政府が定める森林・林業基本計画は情勢の推移等を勘案して
おおむね「5年ごと」に変更するものと規定されている。概ね10年ごととする記述は誤り
である。

●問題Ⅲ-3
正解は⑤
苗畑における根切り作業は、直根を切ることで過剰な水分・養分の吸収を抑えて「徒長を
抑制」し、移植後の活着に必要な細根の発生を促す作業である。徒長を促すとする記述は
誤りである。

●問題Ⅲ-4
正解は②
胸高位置（1.2m）にこぶや枝があって幹が異常に肥大している場合は、その上下の正常な
部位を測定して平均値を算出するか、正常な位置で測定する。上側のみで測定した値を使
用する記述は不適切である。

●問題Ⅲ-5
正解は④
列状間伐は帯状に一定幅を列状に伐採するため、伐倒方向の空間が広く確保され、定性間
伐に比べて「かかり木になりにくい」のが大きな長所である。かかり木になりやすいとす
る記述は誤りである。

●問題Ⅲ-6
正解は③
厳冬期の枝打ちは、凍害による材割れや傷口のカルス形成（癒合）不良、枯死などを引き
起こす危険があるため避けるべきである。厳冬期に行うと効率が良いとする記述は誤りで
ある。

●問題Ⅲ-7
正解は②
スマリアン法（スマリアン式）は丸太の元口と末口の断面積平均から丸太材積を算出する
求積式であり、林木資産の金銭的価値を評価する評価法ではない。

●問題Ⅲ-8
正解は②
事業計画の早期段階で位置・規模等の複数案から重大な環境影響の回避・低減を比較検討
する手続きは「配慮書（計画段階環境配慮書）」である。スクリーニングは第二種事業等
に対する法適用の要否を判定する手続きである。

●問題Ⅲ-9
正解は⑤
ミレニアム生態系評価（MA）では、過去50年間に食料生産等の供給サービス（農業・養殖
等）は増加した一方で、水質浄化や気候調節等の調節サービスや生息地などの生態系サー
ビスの大半が劣化したと報告されている。

●問題Ⅲ-10
正解は④
暖温帯常緑広葉樹林（照葉樹林）の北限は、冬期の気温限界により東北地方南部（海岸線



付近）までである。北海道南部まで分布するとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-11
正解は③
育成単層林（人工林）の主伐後は、木材生産や国土保全機能を安定的に維持・発揮させる
ため、適切な植栽による人工造林（再造林）の着実な実施が基本原則である。天然更新の
選択を原則とする記述は不適切である。

●問題Ⅲ-12
正解は⑤
我が国の森林火災は、空気が乾燥し枯草が多く強風が吹く「冬から春（特に2〜4月）」に
かけて集中して発生している。秋の行楽シーズンに集中する記述は誤りである。

●問題Ⅲ-13
正解は④
名勝・嵐山のサクラや紅葉の景観は現状改変の禁止（自然放置）によって保たれているの
ではなく、サクラやモミジの補植、常緑樹の除伐、下草刈り等の人為的かつ適切な風致施
業によって維持・保全されている。

●問題Ⅲ-14
正解は③
褐色森林土壌群は、温暖多雨な気候下で生成され、A層からB層にかけて明瞭な溶脱や集積
の断面形態を示さない（無溶脱土壌である）。ポドゾルのように溶脱・集積が認められる
とする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-15
正解は①
森林法第41条において、保安施設事業の対象は森林法第25条第1項「第1号から第7号ま
で」に掲げる保安林の指定目的（水源かん養、土砂流出防備等）を達成するための事業と
規定されている。第11号までとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-16
正解は④
降雨強度の時間分布を時系列で示した図が「ハイエトグラフ」であり、河川流量や流出強
度の時間的変化を示した図が「ハイドログラフ」である。説明が正反対である。

●問題Ⅲ-17
正解は④
土石流の先頭部（ヘッド）の巨礫を分離・捕捉して土石流を減勢させるのは「透過型ダム
（スリットダムや格子ダム等）」の機能である。遮水型ダムとする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-18
正解は③
コンクリートブロック治山ダムは、ブロックの据付けにより型枠工やコンクリートの養生
期間を大幅に短縮できるため、湧水箇所や「急速施工（短期間で工事を完成させる必要が
ある場合）」に用いられる。

●問題Ⅲ-19
正解は③
治山・渓流工事における護岸工は、背後の山脚地山に寄り掛からせて自重と土圧をバラン
スさせる「もたれ式護岸工」が一般的である。自立式護岸工が多いとする記述は誤りであ
る。

●問題Ⅲ-20
正解は⑤
筋工は、崩壊斜面に小段を切り土のうや枝条等で筋状の植生基盤を造成する「山腹緑化工
（緑化基礎工）」に分類される工種である。山腹基礎工に分類されるとする記述は誤りで
ある。



●問題Ⅲ-21
正解は②
地表面の離れた点を結んで三角形の網を形成し、各内角や辺長を測定して水平位置を決定
する測量は「三角測量」である。多角測量（トラバース測量）の説明とする記述は誤りで
ある。

●問題Ⅲ-22
正解は③
林道規程において、自動車道の縦断勾配の最大値は設計速度ごとではなく、「自動車道の
級別（1級、2級、3級）」および利用形態等に応じて定められている。

●問題Ⅲ-23
正解は②
林道規程第6条において、視距は「車道の中心線上1.2メートルの高さ（運転者の視線高）
から見通すことができる距離」と規定されている。運転席の高さから高さ10cmの物の頂点
を見通すとする記述は不適切である。

●問題Ⅲ-24
正解は④
森林作業道作設指針において、盛土土量が不足する場合は安易に切土を高くしてのり面崩
壊を誘発するのではなく、前後の路床高や縦断勾配を調整する「縦方向での土量調整」を
基本としている。

●問題Ⅲ-25
正解は①
チェーンソーのガイドバー先端上部（キックバックゾーン）は、ソーチェーンが接触する
と激しい跳ね上がり（キックバック）を引き起こす最も危険な部位であり、この部分で作
業を行ってはならない。

●問題Ⅲ-26
正解は②
スイングヤーダは通常2胴以上の複胴ウインチを搭載しており、作業ブームは「元柱（主
柱）」として利用する。単胴ウインチを搭載し先柱として利用するとする記述は誤りであ
る。

●問題Ⅲ-27
正解は②
高性能林業機械等の高額な機械を導入した機械化作業システムでは、機械の減価償却費等
の「固定費の占める割合が極めて大きく」なる。固定費の割合が小さいとする記述は誤り
である。

●問題Ⅲ-28
正解は⑤
巻立て作業とは、集材した木材を土場等において整理・積み上げて「椪（はい）を作る」
作業のことである。トラックに木材を積み込む作業ではない。

●問題Ⅲ-29
正解は②
道管要素が樹軸方向に連続して連なる接合面には、細胞壁が完全に貫通した「穿孔（せん
こう）」が存在し、効率的な水分の通道を担っている。壁孔が存在するとする記述は誤り
である。

●問題Ⅲ-30
正解は②
木材の膨潤・収縮は、水分が細胞壁内の「非晶領域（アモルファス領域）」にある水酸基
に吸脱着することによって引き起こされる。結晶領域に水が出入りするわけではない。



●問題Ⅲ-31
正解は⑤
人工乾燥において断面含水率や個体別含水率のばらつきを均一にする操作は「イコーライ
ジング（均湿処理）」である。コンディショニングは材内の残留応力（ドライングセッ
ト）を除去・緩和する操作である。

●問題Ⅲ-32
正解は②
我が国の木造住宅の土台や柱などの針葉樹材を加害する主要な腐朽菌は、セルロースを選
択的に分解する「褐色腐朽菌（ナミダタケ、オオウズラタケ等）」である。白色腐朽菌は
主に広葉樹材を加害する。

●問題Ⅲ-33
正解は⑤
インシュレーションボード、MDF、ハードボードに区分されるのは「ファイバーボード（
繊維板、JIS A 5905）」である。木材削片を接着成形するパーティクルボード（JIS A 
5908）の区分ではない。

●問題Ⅲ-34
正解は③
針葉樹の仮道管は平均長さが3〜5mmと長く繊維間の結束が強いため、針葉樹パルプの方が
高強度の紙が得られる。広葉樹パルプの方が高強度とする記述は誤りである。

●問題Ⅲ-35
正解は③
出力2,000kW以上の木質バイオマス発電施設の多くは、木材チップ等を燃料としてボイラ
ーで蒸気を発生させて発電する「直接燃焼・蒸気タービン方式」の発電設備であり、ガス
化熱電併給設備が多く含まれるとする記述は誤りである。


